
 

平成２３年度事業計画書 
 

平成２３年度は、新しい公益法人制度の下で「公益社団法人富山法人会」として

スタートすることとなりました。 

公益社団法人としての認定を受け新たにスタートするのを機に、今回の公益法人

制度改革が、法人会本来の理念と活動に立ち戻る絶好の機会と捉え、法人会の原

点である「税」に関する活動に軸足を置きながら、組織・財政基盤の再構築を図るた

めに会員増強に力を入れるとともに、地域の活性化にも配慮しつつ、以下に掲げる

諸施策に取り組んでまいります。 

 

１、 税知識の普及と納税意識の高揚並びに税の提言に関する事業 

（１）税法税務に関する説明会・研修会・講演会事業 

会員はじめ広く一般の企業及び市民を対象に、税法・税務を中心とした説明

会・研修会・講演会・セミナーを実施し、税知識の普及による納税意識の高揚に

努めます。 

 

（２）税の広報事業 

広報誌「富山法人会」及び当会のホームページを通して税法・税務に関する情

報を掲載して、会員のみならず、広く一般市民への税情報の提供に努めていきま

す。 また、「e-Tax」の普及に資する PR 活動など税務支援にも努める。 

 

（３）税の啓発及び租税教育事業 

    次代を担う児童や生徒に、税金の仕組みや役割などを理解してもらうため、租

税教育事業を積極的に推進します。 

特に、青年部会の「租税教室」、女性部会の「税金クイズ・税に関する絵葉書コ

ンクール」など、全国一斉活動事業を積極的に推進します。 

                                    



（４）税制改正の提言事業 

わが国においては、今の経済危機から脱却し、景気を回復基調に乗せること

が優先課題となっています。さらに財政の再建と社会保障給付の安定財源の確

保について改革の道筋をつけていく事が求められています。また、人口減少と超

高齢化社会およびグローバル化の進展など、経済社会の構造変化にも対処して

いく必要があります。このため、中小企業の活性化に資する税制をはじめ、税の

オピニオンリーダーとしてわが国の将来を展望した建設的な提言に努めます。 

 

２、 地域企業の健全な発展、社会への貢献事業 

政治、経済・経営や年金・労務など幅広い分野での研修会・セミナー・講演会を

開催するとともに、地域との共生を目指した社会貢献活動を展開し、地域企業並び

に地域社会の健全な発展に資する事業を展開します。 

 

３、 会員のための福利厚生事業 

法人会の福利厚生制度を取り巻く環境がますます厳しさを増している状況のもと、

財政基盤の安定化を図るため、引き続き取扱い三社との連携を一層強化しつつ、

会員企業の安定を担保する福利厚生制度の円滑な運営に向け、強力に推進を支

援します。 

大型保障制度は創設４０周年キャンペーンの最終年度であり、より一層の推進に

努めます。 

 

４、会員増強・会員支援事業 

（１）組織の充実・強化 

公益性拡大の観点から、地域(支部)組織の充実と連携強化を図りながら組織

率６０％の回復を目指し、会員増強に努めてまいります。 

（２）青年・女性部会の充実 

① 青年部会活動の大きな柱である「租税教育活動｣および｢部会員増強運動」

についてより積極的な展開を図る。また、青年部会員を対象として実施するア

ンケート調査システムの普及・支援に努める。 



② 「女性部会のあり方（指針）」に沿って、部会員の資質向上と法人会活動の充

実・活性化に努める。また、税の啓発活動や社会貢献活動を積極的に進める。 


